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定 価

一
ヵ
月
一
、五
九
六
円(

本
体
一
、五
二
〇
円)

本
号
一
部

一
三
六
円(

本
体

一
三
〇
円)

(

配

送

料

別)

Î
号
外

十
二
月
四
日
付
第
二
六
三
号
九

六
ペ
ー
ジ
×
同
日
付
政
府
調
達
第
二
二
八
号
三
二
ペ
ー
ジ

ペ
ー
ジ
段

行

誤

正

正

誤

七
四
上
一
一
〜
一
二
研
開
炉
設
置
許
可

基
準
第
二
条
第
十

四
号
に
規
定
す
る
常
設

〃

〃

一
二
（
同
条
第
四
十
号

に
規
定
す
る
常
設

設
備
に
限
る
。）

に
属
す
る
機
器
等

〃

〃

一
四
「
研
開
炉
技
術
基

準
第
十
七
条
に
定

め
る

「
研
開
炉
技
術
基

準
規
則
第
十
七
条

若
し
く
は
第
十
八

条
に
定
め
る

〃

〃
一
五
〜
一
六
研
開
炉
技
術
基
準

第
十
七
条
第
一
項

若
し
く
は
第
七
十

六
条
に
お
い
て
準

用
す
る
第
十
七
条

第
一
項
」

研
開
炉
技
術
基
準

規
則
第
五
条
若
し

く
は
第
五
十
六
条

」

〃

〃

一
七
「
又
は
前
号
の
重

大
事
故
対
処
設
備

」

「
又
は
常
設
重
大

事
故
等
対
処
設
備

に
属
す
る
機
器
等

」

終
り
か
ら

七
五
〃

一
四
第
二
号
ヌ
^

第
二
号
ヌ
]

〃

下

一
八
発
電
用
原
子
力
施

設

発
電
用
原
子
炉
施

設

七
六
上

二
四

書
類
並
び
に
当
該

申
請
に
係
る
品
質

管
理
の
方
法
及
び

そ
の
検
査
の
た
め

の
組
織
に
関
す
る

説
明
書
を
添
付

終
り
か
ら

〃

〃

一
三

〃

下

二
五
規
定
よ
る
届
出

規
定
に
よ
る
届
出

JÅ¢ÅK
書
類
を
添
え
て

そ
の
申
請
を

終
り
か
ら

七
七
上

一
三
第
十
九
条
第
一
項
第
二
十
条
の
五

〃

〃
〃
一
一
区
分
に
よ
っ
て

区
分
に
応
じ
そ
れ

ぞ
れ
同
号
イ
か
ら

ハ
に
定
め
る
事
項

を

〃

〃
〃
一
〇
第
三
十
九
条
第
二

項
中

第
三
十
九
条
第
二

項
中
「
令
第
十
九

条
第
一
項
」を「
令

第
二
十
条
の
五
」

に
改
め
、

七
七
下
七
〜
八
第
二
十
一
号
か
ら

第
二
十
三
号
ま
で

を
四
号
ず
つ
繰
り

下
げ

第
二
十
三
号
を
第

二
十
七
号
と
し
、

第
二
十
二
号
を
第

二
十
六
号
と
し
、

同
項
第
二
十
一
号

中
「
経
年
劣
化
」

の
上
に
「
溶
接
事

業
者
検
査
及
び
定

期
事
業
者
検
査
の

実
施
に
関
す
る
こ

と
、」を
加
え
、
同

号
を
同
項
第
二
十

五
号
と
し

終
り
か
ら

〃

〃

一
八
第
二
十
一
号

第
二
十
五
号

〃

〃
〃
一
二
重
大
事
故
等
発
生

時
、
大
規
模
損
壊

時
、
火
災
発
生
時

又
は
内
部
溢
水
発

生
時

火
災
発
生
時

終
り
か
ら

七
七
下

二
同
項
第
十
三
号

同
項
第
十
三
号
中

〃

〃
〃
二
〜一
（
研
開
炉
設
置
許

可
基
準
第
二
条

（
研
開
炉
設
置
許

可
基
準
規
則
第
二

条

七
八
上

一
同
項
十
五
号
中

同
項
第
十
五
号
中

〃

〃

二
設
備
を

場
合
を

七
九
上
二
三
〜
二
四
重
大
事
故
に
至
る

お
そ
れ
の
あ
る
事

故
（
運
転
時
の
異

常
な
過
渡
変
化
及

び
設
計
基
準
事
故

を
除
く
。）又
は
重

大
事
故（
以
下「
重

大
事
故
等
」
と
い

う
。）

重
大
事
故
等

平成™œ年˜™月›日 水曜日 第�˜Ÿœ号官 報
限
定
承
認
公
告

本
籍
東
京
都
足
立
区
千
住
旭
町
四
六
番
、
最
後
の
住

所
東
京
都
足
立
区
千
住
旭
町
四
六
番
五
e

六
〇
二
号

被
相
続
人

亡

太
田

英
雄

右
被
相
続
人
は
平
成
二
十
五
年
二
月
十
九
日
死
亡
し
、

そ
の
相
続
人
は
平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
二
日
東
京
家

庭
裁
判
所
に
て
限
定
承
認
を
し
た
か
ら
、
一
切
の
相
続
債

権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月

以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お

申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
四
日

東
京
都
足
立
区
千
住
三
丁
目
九
八
番
六
〇
四
千
住

ミ
ル
デ
ィ
ス
Ó
番
館

北
千
住
パ
ブ
リ
ッ
ク
法
律

事
務
所

相
続
財
産
管
理
人
太
田
よ
し

右
代
理
人
弁
護
士

ˆ
橋

俊
彦

同

菊
地

信
吾

長
門
風
力
発
電
所
建
設
事
業
の
廃
止
に
関
す
る
公
告

環
境
影
響
評
価
法
（
平
成
九
年
法
律
第
八
十
一
号
。
以

下
「
法
」
と
い
う
。）第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き

次
の
と
お
り
公
告
い
た
し
ま
す
。

一
、
事
業
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
の
場
合
は
そ
の
名

称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）

電
源
開
発
株
式
会
社

代
表
取
締
役

北
村

雅
良

東
京
都
中
央
区
銀
座
六
丁
目
一
五
番
一
号

二
、
対
象
事
業
の
名
称
、
種
類
及
び
規
模

長
門
風
力
発
電
所
建
設
事
業

風
力

三
八
、
〇
〇
〇
ｋ
Ｗ

三
、
法
第
三
十
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

こ
と
と
な
っ
た
旨
及
び
該
当
し
た
号

当
社
は
、
対
象
事
業
を
実
施
し
な
い
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
の
で
、
法
第
三
十
条
第
一
項
第
一
号
に
該
当
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
四
日

東
京
都
中
央
区
銀
座
六
丁
目
一
五
番
一
号

電
源
開
発
株
式
会
社

代
表
取
締
役

北
村

雅
良

訂
正
公
告

平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
六
日
掲
載
の
解
体
興
業
株

式
会
社
に
係
る
吸
収
分
割
公
告
中
、「
ゴ
ル
フ
練
習
場
事
業

に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
さ
せ
る
」
と
あ
る
は
「
ゴ
ル

フ
練
習
場
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
す
る
」
の
誤

り
に
つ
き
訂
正
し
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
四
日

扱

店

平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
八
日
（
号
外
第
百
四
十
号
）

原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
四
号
（
原
子
力
規
制
委
員
会

設
置
法
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
規
則
の
整
備
に
関
す

る
規
則
）

（
原
稿
誤
り
）

七
七
ペ
ー
ジ
上
段
終
り
か
ら
二
〇
行
目
か
ら
一
四
行
目

ま
で
は
次
の
と
お
り
の
誤
り
。

第
三
十
九
条
の
見
出
し
中
「
原
子
炉
」
を
「
発
電
用

原
子
炉
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
令
第
十
九
条
第

一
項
の
」
を
「
令
第
二
十
条
の
五
の
」
に
改
め
、
同
項

第
一
号
中
「
令
第
十
九
条
第
一
項
第
四
号
」
を
「
令
第

二
十
条
の
五
第
四
号
」
に
、「
原
子
炉
」
を
「
発
電
用
原

子
炉
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
令
第
十
九
条
第
一

項
第
六
号
」
を
「
令
第
二
十
条
の
五
第
六
号
」に
改
め
、

同
項
第
三
号
中
「
令
第
十
九
条
第
一
項
第
七
号
」を「
令

第
二
十
条
の
五
第
七
号
」
に
、「
原
子
炉
」
を
「
発
電
用

原
子
炉
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
令
第
十
九
条
第

一
項
第
八
号
」
を
「
令
第
二
十
条
の
五
第
八
号
」
に
改

め
、
同
項
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

五

令
第
二
十
条
の
五
第
九
号
の
発
電
用
原
子
炉
施

設
に
お
け
る
放
射
線
の
管
理
に
関
す
る
事
項
に
つ

い
て
は
、
第
三
条
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
事
項

を
記
載
す
る
こ
と
。

七
七
ペ
ー
ジ
下
段
三
行
目
は
次
の
と
お
り
の
誤
り
。

三

第
七
十
八
条
第
三
号
又
は
第
七
十
九
条
第
三
号

の
規
定
に
よ
る
訓
練
の
う
ち
、
原
子
力
規
制
委
員

会
が
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
保
全
の
た
め
に
法
第

四
十
三
条
の
三
の
二
十
四
第
五
項
に
規
定
す
る
検

査
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
も
の
を

実
施
す
る
場
合

七
七
ペ
ー
ジ
下
段
終
り
か
ら
九
行
目
か
ら
六
行
目
ま
で

は
次
の
と
お
り
の
誤
り
。

第
三
十
六
条
第
三
項
中
第
二
十
四
号
を
第
二
十
七
号

と
し
、
第
二
十
一
号
か
ら
第
二
十
三
号
ま
で
を
三
号
ず

つ
繰
り
下
げ
、
同
項
第
二
十
号
中
「
関
す
る
こ
と
」
の

下
に「（
溶
接
事
業
者
検
査
の
実
施
に
関
す
る
こ
と
を
含

む
。）」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
二
十
三
号
と
し
、
同

項
第
十
九
号
中
「
第
四
十
三
条
の
十
四
各
号
」
を
「
第

百
二
十
九
条
各
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
十
二

号
と
し
、
同
項
第
十
八
号
中
「
第
四
十
三
条
の
十
四
各

号
」
を
「
第
百
二
十
九
条
各
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同

項
第
二
十
一
号
と
し
、
同
項
第
十
七
号
の
次
に
次
の
三

号
を
加
え
る
。

十
八

内
部
溢
水
発
生
時
に
お
け
る
発
電
用
原
子
炉

施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整
備

に
関
す
る
こ
と
（
廃
止
措
置
対
象
施
設
内
に
核
燃

料
物
質
が
存
在
し
な
い
場
合
を
除
く
。）。

十
九

重
大
事
故
等
発
生
時
に
お
け
る
発
電
用
原
子

炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整

備
に
関
す
る
こ
と
（
廃
止
措
置
対
象
施
設
内
に
核

燃
料
物
質
が
存
在
し
な
い
場
合
を
除
く
。）。

二
十

大
規
模
損
壊
発
生
時
に
お
け
る
発
電
用
原
子

炉
施
設
の
保
全
の
た
め
の
活
動
を
行
う
体
制
の
整

備
に
関
す
る
こ
と
（
廃
止
措
置
対
象
施
設
内
に
核

燃
料
物
質
が
存
在
し
な
い
場
合
を
除
く
。）。

第
三
十
六
条
第
五
項
中
「
及
び
副
本
二
通
」を
削
り
、

同
条
を
第
八
十
七
条
と
す
る
。

七
八
ペ
ー
ジ
上
段
二
〇
行
目
か
ら
二
四
行
目
ま
で
は
次

の
と
お
り
の
誤
り
。

に
、「
同
項
第
二
十
七
号
」
を
「
同
項
第
二
十
八
号
」
に

改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
さ
く
」
を
「
柵
」
に
改
め
、

同
条
を
第
八
十
六
条
と
す
る
。

七
九
ペ
ー
ジ
下
段
二
七
行
目
か
ら
三
一
行
目
「
、
研
究

開
発
段
階
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
附
属
施
設
の
位
置
、

構
造
及
び
設
備
の
基
準
を
定
め
る
規
則
（
平
成
二
十
五
年

原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第
九
号
。
以
下
「
研
開
炉
設
置

許
可
基
準
」
と
い
う
。）第
二
条
第
二
項
第
十
号
に
規
定
す

る
重
大
事
故
等
対
処
設
備
（
同
規
則
第
三
十
九
条
第
一
項

に
規
定
す
る
常
設
設
備
に
限
る
。）を
設
置
す
る
同
規
則
第

二
条
第
二
項
第
十
号
に
規
定
す
る
重
大
事
故
等
対
処
施
設

に
属
す
る
機
器
及
び
構
造
物
」
は
「
並
び
に
研
開
炉
設
置

許
可
基
準
規
則
第
四
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
常
設
重

大
事
故
等
対
処
設
備
に
属
す
る
機
器
及
び
構
造
物
（
以
下

「
常
設
重
大
事
故
等
対
処
設
備
に
属
す
る
機
器
等
」
と
い

う
。）」
の
誤
り
。
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